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１．はじめに
　情報技術の高度化に伴って、市場で出回
っている家電製品は機能が多く、高性能化
してきている。多機能、高性能化により、
その機器で実行できることが増える反面、
機能が多すぎることによる、「使いにく
い」、「理解しにくい」といったような問
題が発生することが多々ある。そこで、こ
れらを改善する必要があるが、改善する代
表的方法として定量的手法と定性的手法が
ある。
　定量的手法とは、ユーザーの製品の操作
情報を記録し、把握する手法である。しか
し、HDDレコーダのような操作が複雑な家
電機器は操作手法が取得するのが非常に困
難である。そこで、中道ら[1]はリモコン
からの赤外線信号を記録し、記録したとき
のテレビの GUIを取得し、リモコンの操作
情報と共に再生することが出来るシステム
を開発した。これにより、より簡単にユー
ザーのリモコンの操作情報を得ることがで
きることに加えて、ユーザーの操作の流れ
を視覚的に見られるようになった。
　定性的手法とは、プロトコル分析に代表
されるユーザーの主観的な理解を把握する
方法である。プロトコル分析とは、ユーザ
ーに発話しながらユーザビリティテストの
対象にしているもの（例：製品、サービス、
Webサイト）を利用してもらい、そこで、
発話した内容を観察し分析をする手法であ
る[2]。発話した内容を分析することによ
り、使いにくい原因を知ることができ、ユ
ーザビリティ改善の役に立つ。しかし、一
般的にプロトコル分析はユーザビリティテ
ストをした多数のユーザーに対して、いつ
どのようなことを発話したかに関する発話
データを音声データから文字起こしする必
要があるため、分析の下準備に非常に時間
を要するという欠点がある。そこで、実験
を行う際に、音声認識ソフトを導入するこ
とによって、実験の下準備に必要な時間を

削減することが可能になると考えられる。
　そこで、本論文では、中道が提案したシ
ステムに加えて同時にプロトコル分析を行
えるシステムを提案する。また、ユーザビ
リティテストを行う際に音声認識ソフトを
導入する。これらにより、定性的手法と定
量的手法が同時に行えるようになり、また
プロトコル分析の下準備に必要な文字起こ
しに要する時間を削減することができるよ
うになることで、より効果的に、効率よく
分析できるようになるのではないかと考え
られる。

２．提案手法
　図１は中道が提案したシステムの構成で
ある。このシステムは（１）長期間にわた
りリモコン操作情報、家電の出力画面を記
録できる、（２）記録した操作情報と出力
画面を統合して再生することができる、
（３）連続した複数の操作情報を１つの動
作としてまとめることでリモコン操作の記
録分析を支援する環境である。
　図２は今回提案するシステムの構成であ

図１　中道が提案したシステムの構成
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図２　今回提案するシステムの構成

る。今回提案するシステムは、中道が提案
したシステムの環境に加えて、リモコンの
操作情報のような定量的データだけではな
く、定性的データである実験中の被験者の
発話データも同時に再生できるようにし、
プロトコル分析が同時に行えるようになる
ことで、より効果的な分析が行えるように
なると考えられる。
　実験中の被験者の発話データを得る方法
として、実験中に記録した音声データを元
に文字起こしをする方法が主流であるが、
今回は実験で音声認識ソフトを用いること
で、文字起こしをする手間を省くことがで
きる。このことで、より効率よく分析の下
準備が行えるようになると考えられる。
　このシステムではリモコンのボタンを押
すたびに、その押したときのテレビ画面の
画像を保存する。図３のシステム画面上で
は、被験者の操作内容と発話内容、テレビ
の画面の状態を同期して見ることができる。
これにより、被験者が実験中に、いつどの
ような操作をして、どのようなことを発話
したかをよりわかりやすく確かめることが
できるようになり、より詳細に分析できる
ようになると考えられる。

３．まとめ
　今回、赤外線通信を利用したプロトコル
分析を支援するシステムを提案した。実験

図３　システム画面　

中のリモコンの操作履歴や発話内容の文字
起こしといった実験の下準備は非常に時間
を要するが、赤外線通信や音声認識ソフト
を用いることでこの作業をより効率よく行
えるようにできると考えられる。また、中
道が提案したシステムに被験者の発話デー
タを同期できるようにすることで、いつど
のような操作をして、どのようなことを発
話したかが視覚的にわかりやすくなり、プ
ロトコル分析がより効果的に行えるように
なると考えられる。
　今後の展望として、対象としている家電
製品を改善するために参考になりそうな発
話があった場合に、その位置をマーキング
する機能を付け加えることでより効率よく
分析が行えるようになると考えている。
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